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Ａ３　：
Ａ２　：

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

弁類

配管材料

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○耐熱性ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

ＪＩＳ又はＪＶ　（○５Ｋ　　　　○１０Ｋ　　（図示部分））

仕様書

１．工　事　概　要

２．建物概要

建　物　名　称 構　造 備考
消防法施行令

階　　　　数
延　べ　面　積

別　表　第　一（㎡）

１．工事場所

保温

配管材料

（３）　　　　　　　　　　○

（２）連結送水管　　一般　○

（１）屋内消火栓　　一般　○

　　　　　　　　　　地中　○

　　　　　　　　　　地中　○

屋外露出配管は標準仕様書第２編３．１．５．ｅ　・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

物質の濃度測定

室内空気中の化学○ 設計用温湿度

職員に報告すること。

測定はパッシブ型採集機器により行う。

○

○○

屋　　　　　　　　　内
外　　気

一　般　系　統

主任技術者等

機材の品質・性能

証明

●

空
気
調
和
設
備

ダクト

鋼板製煙道

○

○他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

給
湯
設
備

○

消
火
設
備

○

○

○高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

とする。

　　　（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のうち、

温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ） 温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ） 湿度（ＲＨ）

冬期

夏期

℃

℃

％

％

℃

℃５０％

４０％

３５．２℃

１．８℃

５８．０％

５４．３％ ％

％

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが１，５００ｍｍ以下の部分）　○アングルフランジ工法）

２８℃

１９℃
設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督

３

　○資格の区分１）

○ ○

２．工　事　仕　様

●

章

機材等●

項　　　目

一
般
共
通
事
項

３．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目

工事種別

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

４．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

５．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホルムアルデヒド

規制対象外

の放散量

試験

塗装

天井仕上区分

電線類

保温

地中埋設標等

絶縁継手

配管○

○

耐震措置

容量等の表示

設計用水平震度

自
動
制
御
設
備

○

排
煙
設
備

電気計装工事の配線

排煙口手動開放装置

構成その他

排煙風量測定

排煙口の形式

○

○

○

ダクト○

●

吊り及び支持金物

（開放及び復帰方式）

施工調査○

●

はつり●

屋　外屋　内

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

（機器、盤類は除く）

○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

図示による。

○図示による

○亜鉛鉄板　　○

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　　　　事前調査

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

　　　　　調査項目　　○

　　○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

溶接部の非破壊検査　　　　○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　呼び径３２以上のものは４０ｍｍとする。

○倉庫　　○　　　　　　○

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１表４．２．１２による。

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

取付け箇所は図示による。

　　○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　１３階建以上の場合は上層４階

重要機器は次のものを示す。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

○下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。

　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○

該当する建築材料

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

②建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

③下記表示のあるＪＡＳ規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

④旧ＪＩＳのＦｃｏ規格品

③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　　　いものとする。

　　　　　て少ないものとする。

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（３）化学物質を放散する建築材料等

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

２．特記仕様

１．共通仕様

　　　よる。

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

　中間階とは地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

第　三　種

設置場所

耐震安全性の分類

特定の施設 一般の施設

（１．０）

＜１．５＞

＜１．５＞

１．０

（１．５）

１．５

（１．０）

＜１．０＞

（１．５）

＜１．０＞

０．６

１．０

（０．６）

＜０．６＞

（１．０）

＜０．６＞

０．４

０．６

（１．０）

＜１．０＞

＜１．０＞

０．６

（１．５）

１．０

重要機器

（２．０）

＜２．０＞

２．０

（２．０）

＜１．５＞

１．５

一般機器

（１．５）

１．０

１．０

一般機器

（２．０）

＜１．５＞

１．５

重要機器

１階及び地下階

中間階

屋上及び塔屋

上層階

引込負担金等

設備方式

電気防食

メーター

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

転倒防止等

充てん容器

建物導入部配管

集合装置

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

別途（○５０ｋｇ　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

ただし、防凍保温は共通事項による。

○要　　○不要

○要　　○不要

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）　○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　○（ｂ））による。

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。既設集合装置より分岐

配管材料

ガス種別

機器の機能等

厨房用熱源

システム ○ドライシステム　　○

　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

図示による。

図示による。

　液化石油ガス　（１）一般　配管用炭素鋼鋼管（白）

○液化石油ガス

　　　　　　　　（２）地中　ポリエチレン被覆鋼管又は外面塩ビ被覆鋼管（白）

●

●

技能士の適用

機材の承諾図

電源周波数

総合調整

完成図等

埋め戻し土・盛土

建設発生土の処理

工事用仮設物

・その他

電気保安技術者

チャンバー

風量測定口

ダンパー

配管材料

●

●

○

監督員事務所

工事用電力・水

○

○

油面制御装置○

瞬間流量計

圧力計

温度計○

○

○

○弁類

保温及び消音内貼り ○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

とする。

○改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

版）によるほか、監督職員の指示による。

の大きさは、約　　ｍ　とする。

○別途とする。

　　　　　　部門に合格した者

　・要　　　・不要

安の業務を行うものとする。

　　　（イ）技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　（ロ）資格の区分１）の資格を有する者

　　　　　　１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

●本工事（調整項目は下記のものとする。）

○５０Ｈｚ　　　●６０Ｈｚ

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●根切り土の中の良質土　　●外面被覆を施した配管は山砂の類

○設けない　　　　　○設ける

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

○

ガ
ス
設
備

○

○

○

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取り付け箇所は図示による。

（２）冷却水管 ○

（４）蒸気管

（３）油管 ○

還　管

給気管

定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

（２）ピストンダンパー

（１）防煙ダンパー

（１）冷温水管

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○

（６）ドレン管

（５）冷媒管

ＪＩＳ又はＪＶ　（○５Ｋ　　　○１０Ｋ（図示部分））

　　　　ドレン管及び膨張タンクよりボイラ等への補給水管

○屋外露出、屋内露出、埋設（ドレンホ－ス）

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

○屋外露出（配管用炭素鋼鋼管（白）ＪＩＳ　Ｇ　３４５２）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記

　　　の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（Ｅ／１）図、建築工事の工事仕様は（Ａ／２～５）図に

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　（ロ）技術士法（昭和５８年法律第２５号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。案内板

う。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ　及び設計用鉛直震度Ｋｖ（Ｋ　／２）ＨＨ

※上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

　仕様は標準仕様書第２編３．１．４及び３．１．５とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０ｍｍ、

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．５の排水管の項による。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表４．２．１２の使用する電線類の規格による。

○

○

○

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成２２年

○雨水利用　○排水再利用　○厨房除害　○浄化槽

２

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　１９９７年版」により行

○本工事で設置とする。

●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定

換
気
設
備

ダクト

排気ダクトのシール

チャンバー

ダンパー

風量測定口

保温

●

とする。

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

空気調和設備の当該項目による。

○高圧１ダクト（適用範囲は図示による。）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

　　（○厨房　　○湯沸室　　　　　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図示による。

排
水
設
備

配管材料● ●

洗面器等の排水管

放流納付金等

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

図示の箇所に取り付ける。満水試験継手

給
水
設
備

管の埋設深さ

量水器桝

弁類

配管材料● ●

水栓

●

●

建物導入部配管

●

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

ＪＩＳ又はＧＶ　　●水道直結部分（●１０Ｋ　○　　　　　　）　

○台所流し用の水栓は泡沫式とする。

管の上端より原則として、一般敷地は（　３０ｃｍ）構内道路は（　６０ｃｍ）以上とする。

衛生器具ユニット

小便器自動洗浄装置

洋風大便器

標記板

衛
生
器
具
設
備

衛生器具付属水栓

洗面器

和風大便器耐火カバー

○

○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

洗浄水量が１０．５Ｌ／回以下のものとする。

ものとする。

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない

手洗器は止水栓付とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は４Ｌ／回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

○

○

○

○

ガス設備

厨房設備○

消火設備○

給湯設備○

排水設備●

給水設備●

衛生器具設備

自動制御設備

排煙設備○

換気設備●

空気調和設備

○

○

○

○

　　　　　　　○その他の部分（○　５Ｋ　○　　　　　　）

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）

○

●

●

●完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

● （１）地中埋設標　　　　●要（図示の箇所）　　○不要

（２）埋設表示用テープ　●要（排水管を除く）　○不要

●埋戻し後の建設発生土は、場外自由処分とする。

●

●

　　○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　●空調機器　　　　○熱源機器

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○都市ガス（供給者名：東邦ガス　発熱量　　　　　　　　　ＭＪ／ｍ　）

○

○
○

○

一式

一式

案内板○

○

○屋外露出部（○給水管　○消火管　○膨張管　○ドレン管　○冷媒管○弁類を含む）は防凍保温を行う。

○

●

○

○保温付被覆銅管（ガス管：保温厚２０ｍｍ，液管：保温厚１０ｍｍ）

○屋内露出、埋設（硬質ポリ塩化ビニル管ＪＩＳ　Ｋ　６７４１：ＶＰ）

○

○外気ダクトの保温　範囲は（○図示による　○　　　　　　）

○冷媒管の外装の種別は（○図示による　　○ポリスチレン成形ＳＵＳラッキング）

○

○

○

○

○

○

○

引込納付金等

第一桝まで

汚水管

通気管

雑排水管

圧送管

（１）屋　内

（２）屋　外
桝間

排
水
処
理
設
備

○

量水器●

●

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　●ステンレス製

一式

一式

機械設備新築工事

●

●

水栓柱

Ｍ－０１

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う

上屋 ＲＣ造 地上１階 １２２．８５

プ－ル槽

一式●

排水処理設備

ろ過設備●

一式

一式

●

●

●

●丸ダクト（ＳＤ）　　●塩化ビニル管（ＶＵ）

●

●

●

（２）地中埋設配管　　　○水道用ポリエチレン管　　●耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

○

● 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の　●（ａ）　●（ｂ）　●（ｃ）による。

●要（●別途工事　○本工事）　　○不要

●

厨
房
設
備

○

発生材の処理

○　

撤去内容

　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○引き渡しを要するものは、金属類（○機器　○ダクト　○配管　○その他の金物）、

○再生資源化を図るものは（○コンクリ－ト　○アスファルト　○　　　　　　）とする。

○引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とし、搬出費及び処分費は別途とする。

○

○ ○撤去内容は図示による。○

撤
去
工
事

ろ
過
設
備

● ろ過方式● ●砂　　○珪藻土　　　○カ－トリッジ

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（ＶＰ）但し１５０Ａ以上はＶＵ

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（ＶＰ）但し１５０Ａ以上はＶＵ

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１（ＶＰ）　○耐火二層管（ＴＭＶＰ）　

●硬質ポリ塩化ビニル管　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　（ＶＰ）

○耐衝撃性硬質塩化ビニル管　（ＨＩＶＰ）　

●水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管　（ＨＩＶＰ）　

配管材料● ろ過循環配管、水位計配管、塩素剤注入管

仕様等 図示による。○

仕様等 図示による。●

●

●

●外気取入ダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

（１）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　）

（３）その他の一般配管　●　塩ビライニング鋼管（ＶＢ）（ＶＤ）

●親メーター（●貸与品　○　　　　）　●子メーター（●買い取り　○　　　　）

津市　美里町三郷　地内

　○資格の区分２）

○

構内につくることが　　●できる　　　○できない

○現場説明書による。

●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。（製本２部、縮刷２部）

（●ピット内　●屋外）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

○ ○要（○別途工事　○本工事）○不要

○

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

プ－ル機械設備工事

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

Ｎ／Ｓ

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴うプ－ル機械設備工事

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　●標準図ＭＣ形

　　　械設備工事編）（平成25年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械

　　　設備工事編）（平成25年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械

　　　設備工事編）（平成22年版）」（以下、「標準図」という。）による。

足場・さん橋類● ●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

● この工事に必要な工事用電力、水は受注者の負担とする。

※　現場作業着手までの敷地内調査は、事前に施設関係者及び市監督員の承諾を得る

　　ものとし、また休日等の行事に影響を与えない範囲とする。

※　工事作業については、工事の遂行に必要な施工体制を確保すること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し工事の
　　遂行に影響の無いよう努めること。

※　工事期間中、現場内入場者、近隣関係者へ危害を与えないよう注意し、かつ周辺

　　道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の注意を払うこ

　　と。

※　プール及びプール付属棟新築工事の現場着手については、先行の造成工事がある
　　ため、１０月１日以降からとする。

　　の承諾を得ること。

施工方法及び検査に関する事項
※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員

※　設計書に明記なくとも、機能上及び構造上当然必要と認められるものは本工事に

　　に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

※　工事車両の出入りについては、登下校時間を避け安全確保に十分配慮すること。

※　側溝、桝等は車両通行時に破損しないよう、鉄板敷き等で養生すること。

※　大型車両進入時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全確保に配慮する

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

　　こと。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に基づき、

　　関係機関への届出打合せの上、作業に着手することとし、また、周辺住民からの

　　苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を行い、工事の再

　　開は市監督員の承諾を得てから行うこと。

※　工事着手前には、現況状況把握のために破損箇所等があれば、市監督員の立会の

　　もと写真等に記録しておくこと。また、工事過程において、既存施設に破損等を

　　与えた場合は、工事受注者の負担において速やかに復旧すると共に、市監督員に

　　報告をすること。
※　本工事は、分離発注（本工事のほか、建築工事）形式となるため、施工にあたっ

　　ては、工事の円滑な運営を図り、受注者間相互協力のもとに本施設の完成を目指
　　すこと。

　　　　　　　　　暗渠　ポリスチレン保温筒＋着色アルミガラスクロス

保温仕様　給水管　屋内隠ぺい　グラスウール保温筒＋アルミガラスクロス

　　　　　　　　　屋内露出　ポリスチレン保温筒＋ＳＵＳ鋼板製

下記の配管は塗装を行なう。

○屋外露出　　　●（機械室）の屋内露出　　　　



備
　
考

設計担当者

図 面 名 称

工 事 名 称

ＤＡＴＥ

一級建築士

№297989

河合　敏
三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

Ａ３　：
Ａ２　： 美 里 地 域 施 設 一 体 型 小 中 一 貫 校 整 備 に 伴 う

ＳＣＡＬＥ　　　原図Ａ２

総合仮設・直接仮設　工事区分

工事

総
合
仮
設
工
事

項　　目

直
接
仮
設
工
事

工事区分
工　　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

項　目項　目№ №

工　事　区　分

監督員事務所

同備品

現場事務所

下小屋

倉庫

仮設便所

仮囲い

安全費

機械器具損料

揚重機費

各種試験費

片付・清掃及び

発生材等の処理

周辺道路清掃

仮設足場

清掃・片付け

養生

仮設建物

工事施設

現場安全

機械器具

その他

片付清掃

共同1棟可

建築請負業者とする。

各設備業者に対して

無償にて使用させる
こと。

機械基礎及びその仕上

鉄筋コンクリート造の設備工事に関
するスリーブ及び箱入れ

同上鉄筋補強

に関するスリーブ及び補強

機械室自体の防音･防振･防水

(機械に附属するものを除く)

機械搬入に伴う開口･閉塞及び補強

軽量鉄骨下地天井、

壁ボード類の切込

埋込分電盤

端子盤

プルボックス

乾式壁に取付ける器具の下地補強

設備工事に伴う防水貫通用屋上スラブ
コンクリート立上げ

配管・ダクトなどの貫通部防水仕舞

屋内外ピット･トレンチ及びそれらの蓋
マンホール･ハンドホールなどの化粧蓋

屋外配管用スタンション

二重スラブ内の水及び空気の漏通管
二重壁内の湧水処理費

大理石･テラゾー･ALC･PC･RC版･鋼板

などの穴あけ

同上　穴あけに伴う補強

設備機器･ダクト類の化粧囲い

･火災報知機･換気扇等の穴あけ
吹出口･吸込口･照明器具･スピーカー

同上　天井穴あけ部の下地補強

天井･壁･床及びパイプシャフトなどの
点検口

ユニットシステム(バス･トイレ･キッチ

ン)及び内部の　･配管･配線

ユニットシステム(バス･トイレ･キッチ
ン)への配管･配線及び接続

保守用キャットウォーク･タラップ手摺
(設備機器に装着するものを除く）

換気扇取付枠

配電盤･制御盤等の基礎(屋内外）

ルーフファン

補強

切込

補強

切込

避難器具

クリート躯体･断熱及び防水工事

同上内部仕上･マンホール及び

タラップ

ガソリントラップ及びコンクリート製

グリーストラップ

排水溝(厨房･敷地内通路･機械室)･ルー

フドレン･フロアドレン･雨水排水竪樋

雨水排水竪樋の桝までの横引き

雨水配管の防露工事

ピット･トレンチ内の排水設備工事

出入口のマット下排水目皿及び

陶製以外の流し類(業務用等の厨房流し

を除く)

同上　附属金物及び接続工事

浴槽

鏡(衛生工事に関連しない場合･特殊

寸法の場合)

ガラリ類(ガラリ取付け本枠等も含む）

シャッター･自動ドア等制御盤から

電動盤･スイッチ等に到る配管･配線

防煙垂れ壁等の自閉用作動装置

煙感知機連動の扉･シャッター及び

エレベーター昇降口･インジケーター

及び押釦の穴あけ

エレベーター機械室の天井フック取付

･床穴あけ及び床増内コンクリート

統括安全衛生管理は、

天井吊り型FCU及び全熱交換型換気扇と

操作スイッチとの渡り配管･配線

煙感知機から連動制御盤を経て防煙ダ

ンバに至る配管･配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管

配線

電力

用水

鉄骨造の設備工事

排水設備工事（自動ﾄﾞｱ下排水含む）

建物外内壁･ドア･窓枠に取付ける

吊ボルトの躯体への支持

共同1棟可

機械 建築・電気 機械
建築・電気 機械

工 事 区 分 表

浄化槽･受水槽･その他の水槽等のコン

プ ー ル 機 械 設 備 工 事
Ｍ－０２

Ｎ／Ｓ
Ｎ／Ｓ

建築



備
　
考

図 面 名 称

工 事 名 称

ＤＡＴＥ
Ａ３　：
Ａ２　：

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う

記　　号 記　　号

給水管

汚水・排水管

屋外排水管

通気管

ＦＳ ろ過配管（往）

Ｔ１

ＧＬ
塩ビ製蓋

ＶＵ２００

Ｔ１
砂 砂

ＶＵ２００

盗難防止用鎖６φ内蓋
鋳鉄製蓋

ＧＬ

コンクリート

砕石

目地モルタル　１：２

モルタル金コテ仕上げ（面取り）
コンクリート現場打ち

Ｔ
１

ＴＡＸＢ

蓋
ＧＬ

３
０

Ｔ
３
Ｔ
２

１
５

０
以

上
Ｈ

Ｂ
Ｒ

Ｔ

マンホ－ル　 Ａと特記はＭＨＡ蓋、Ｂと特記はＭＨＢ蓋
化と特記はインタ－ロッキング用化粧蓋とする

３００Ｘ３００

４５０Ｘ４５０

６００Ｘ６００ＲＣ－３

ＲＣ－２

ＲＣ－１

６００以下

６１０～１２００

４５０以下

１２０

１２０

１２０１００

１００

１００

１００

１００

１２０

下記による

下記による

下記による

ＡＸＢ記　　号 Ｈ Ｔ２Ｔ１Ｔ 蓋

雨水桝（参考図）汚水小口径桝（参考図）

凡　　　　例 換　気　機　器　表

及び羽根径
風量 ダクト径 台数

１φ１００Ｖ

１φ１００Ｖ

静圧

３４０

２３０

男子・女子便所

男子・女子更衣室

２

２

１有圧換気扇：低騒音形 ６５．０Ｗ１φ１００Ｖ 機械室

ＳＵＳ製深型パイプフ－ド：防虫網付 ２００φ １屋外

※動力は参考数値とする。※パイプフ－ドはガラリ付、指定色塗装仕上げとする。

換気種別 部　屋　名階

３

備考直管（ｍ）
計

（口径φ）
（Ｒ／Ｄ＝１．０） 個数

相当長計

（ｍ）

部材の相当長（ｍ）

フード

天井換気扇

機器名称

ＶＦ－

機器記号
換算圧力損失

（Ｐａ）

曲がり部

２

３ 天井換気扇ＶＦ－１

換　気　ダ　ク　ト　計　算　書

１

１

換気設備の使用材料表

名称

スパイラルダクト

記号

ＳＤ

丸ダクトの直管相当長さ

曲がり部

ダクト部材の相当長さ

フード

口径名称 （給気）（排気）（Ｒ／Ｄ＝１．０）

Ｎ／Ｓ
Ｎ／Ｓ

男子・女子便所

男子・女子更衣室

ｍ１５０φ ２．３ １１．５０ ０

ｍ１５０φ ２．３ １１．５０ ０

１５０φ １１．５ｍ １９．５ｍ

１５０φ ２．３ｍ

１．８

０．８

１３．３

１２．３

設　置　場　所付　属　品　
（Ｗ）
電　　源

（ｍ　／ｈ）３ （Ｐａ）
品　　名　記　号　

ＶＦ－

ＶＦ－１

２

１ＦＥ－

天井換気扇：低騒音形

天井換気扇：低騒音形

３５

３５ ４９．０Ｗ
防振吊金具，その他付属品一式
ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付

防振吊金具，その他付属品一式
ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付

１８

１８ ２９．５Ｗ

１０００ ４０

名　　称 記　　号

ろ過配管（還）ＦＲ

水位計配管

塩素剤注入管

ダクト

汚水小口径桝

Ｌ

ＣＬ

雨水桝：コンクリ－ト製

給水栓

排水金物

床上掃除口

通気金物

吹出・吸込口

換気扇類

パイプフ－ド

弁類ＪＩＳ１０㎏／ｃ㎡　

名　　称記　　号名　　称名　　称

ＳＵＳ製ウェザカバ－：防鳥網付，
電気式シャッタ－，バックガ－ド，取付枠

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

プ－ル機械設備工事
Ｍ－０３

名　　称

洋風便器

紙巻器

Ｌ型手すり

小便器

手洗い・洗眼台：建築工事

衛　生　器　具　表

参考品番（ＴＯＴＯ）

ＣＳ２３０Ｂ，ＳＨ２３０ＢＡ，ＴＣ２９１Ｊ（普通便座蓋なし）

ＹＨ７０２（２連紙巻器）

Ｔ１１２ＣＬ１０，固定金具共

Ｔ１１２ＣＵ２，固定金具共

Ｌ２１０Ｃ，ＴＬＳ１１Ｒ（単水栓ハンドル式），Ｔ６ＢＭＰ，ＴＬ４ＣＦＵ，ＴＬ２５０Ｄ

３１４

３１

１

４ ４

１

１１

１ １ １３

４

２

２ ２

（１） （１）

合
　
　
計

男
子
便
所

女
子
便
所

機
械
室

手
洗
い
・
洗
眼

参考品番（ＬＩＸＩＬ）

ＢＣ－ＺＡ１０Ｓ，ＤＴ－ＺＡ１５０Ｅ，ＣＦ－３９ＣＫ（普通便座蓋なし）

ＣＦ－６３ＨＳＴ（２連紙巻器）

ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２，固定金具共

ＫＦ－７０１ＡＥ，固定金具共

ＫＦ－４５６０ＡＥ（４５０Ｘ６００）

ＬＦ－７ＫＲＺ－１３

ＬＦ－７Ｒ－１３

ＬＦ－２３Ｎ

ＬＦ－３３－１３－ＣＶ，（樹脂製散水栓ボックス）

１

１

１

１

２

２

３ ３

２ ２

レバ－式横水栓

散水栓

横形洗眼水栓

ＹＭ４５６０ＡＥ（４５０Ｘ６００）

Ｔ２４８ＲＰ

Ｔ２８ＵＮＨ１３，（樹脂製散水栓ボックス）

横水栓

ＵＦＨ５００，ＴＧ６００ＰＮ（手動フラッシュバルブ），Ｔ９Ｒ

Ｔ２００ＳＮＲ１３Ｃ

Ｔ２００ＢＳＱ１３Ｃ

Ｕ－４０６ＲＵ，ＵＦ－３ＪＴ（手動フラッシュバルブ），ＵＦ－５０６ＢＷＰ，ＳＦ－１０Ｅ

Ｌ－１３２ＡＧ，ＬＦ－Ｅ０１（単水栓ハンドル式），ＬＦ－４ＰＡ，ＬＦ－３Ｖ，ＳＦ－１０Ｅ

プー

ル
サ
イ
ド

小便器用手すり

洗面器

化粧鏡

衛　生　機　器　表

１

附属品：　　　（Ｍ－０６図面参照）

基礎　： 建築工事

形式　：　　　全自動砂式（Ｍ－０６図面参照）ＷＦ－１ ろ過装置 機械室３φ２００Ｖ

本体：　　　　１４００φＸ１２２０Ｈ

６．０ｋＷ

３処理能力：　　６０ｍ　／ｈ

津市立美里中学校

津市立高宮小学校

津市美里総合支所

案内図工事場所

凡 例 ・ 案 内 図 ・ 器 具 機 器 表

１５０Φ

１５０Φ

３００Φ



１１２．７９

Ｗ１１２．０７

表面張力による水位上昇
あふれ面

あふれ縁

吐水口空間

吐水口端

給水管の内径（㎜）

１３以下 ２５ ４０
１９以下
２５以下
２５　超

５０
５５
７５

有効開口径の２倍

４０

有効開口径の３倍

吐水口周辺近くに
壁のない場合

吐水口周辺近くに
壁のある場合

吐水口空間

吐水口空間要領図：参考図

給水管の内径と吐水空間の目安

に規定する吐水口空間

「建築基準法施行令第１２９条の２の５第２項第二号」

（ａ）　手洗いの場合

排水トラップの措置について：参考図

「建築基準法施行令第１２９条の２の２第３項」

に規定する排水トラップ、通気等を設置する等衛生上必要

なの措置について
ウオーターハンマー防止の為、配管類は堅固に支持、固定すること。

注記）

排水トラップ封水高　５０㎜以上　１００㎜以下とする。

桝レベルは参考とする。

埋設標示設置のこと。

Ｔ

蓋種別を示す

３００

桝種別を示す

管底レベルを示す

汚水小口径桝・インバ－ト桝：凡例

ＳＡ１

Ｔと記入は鋳鉄製（Ｔ－８）蓋，その他は塩ビ製蓋

桝種別を示す

ＲＣ１
３００

蓋種別を示す

Ｔ

管底レベルを示す

ＭＨＡと記入はＭＨＡ蓋，その他はＭＨＢ蓋

雨水桝：凡例

排水勾配　屋外　１／５０　屋内　１／５０を基準とする。

上水、下水関係は市施工基準に準じること。

１１１．２２

Ｗ１０８．０９

Ｗ１０８．８９

１１１．５６

１１１．８９

Ｈ
Ｐ

φ
６

０
０

１１１．４９

１１１．８５

Ｗ１１０．６３

１１１．７５
Ｗ１１０．９８

１１２．０５

１１１．８１

１１３．０２

道路境界線

ｉ＝０．２％
道路境界線

１１１．０５

女子更衣室
女子便所

１１１．５７

１１４．５４

GL±0

GL+1500
１１１．３８

１１１．２２Ｗ１１１．０８男子更衣室
男子便所

１１２．３４

GL+1000

ｉ
＝
０
．
２
％

倉　庫

GL+1000

機械室
１１５．６６

駐車場５台
１１２．８１

１１６．２７

ｉ＝０．２％

１１５．５８

１１６．０８

１１５．６４

歩道舗装

汚

給水本管：ＶＰ１５０Ａ

下水本管：ＶＵ１５０

汚

別途工事
量水器　４０Ａ

メ－タ－ボックス：市指定品

止水弁：市指定品４０Ａ

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う
備
　
考

Ａ２　：
工 事 名 称Ａ３　：

ＤＡＴＥ
三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆 図 面 名 称

GL+217

GL+750

GL+1500

GL+1500

GL+1500

設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

１／２００
１／２８０

配 置 図

プ－ル機械設備工事
Ｍ－０４

10
00

15 00

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２



備
　
考

図 面 名 称

工 事 名 称

ＤＡＴＥ
Ａ３　：
Ａ２　： １／１００

１／１４０

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う

プ－ル用シャワ－ユニット
（建築工事）給水管に接続

プ－ル用シャワ－ユニット（建築工事）
排水管に接続

メ－タ－ボックス：市指定品

止水弁：市指定品４０Ａ

量水器　４０Ａ

本工事
私設量水器　２５Ａ

５０
５０

２５

雨水側溝へ放流

１００

１００

１００

１００

１００

１２５

ＭＨＡ

ＭＨＡ

ＭＨＡ

ＭＨＡ

３００
ＳＡ１ＳＡ１

３４０

１００

別途工事

下水道桝：別途工事に接続

ＲＣ１

３００

３７０

３５０

４１５

４９５

土木雨水桝に接続

建築集水桝に接続

２５０

４０

５０

５０

５０２５

５０

ＧＶ２５

２０

２０ ２５
７５

７５

１００

２０

５０

１００

ＲＣ２

雨水側溝へ放流

５０

Ｔ１４ＡＡ５０

８０Ａ　５個
オーバーフロー排水口：プール工事

７５

１００
７５

７５

雨水側溝へ放流

１２５

１００

２５

２０
１２５

ピットを示す

ＲＣ１

１２５

１２５

１２５

７５

５０

ＲＣ１
格子

３

４

５

６

１

７

８

２

ＣＡ Ｂ

水深　１０００水深　１２００水深　１０００

水深　７００

水深　７００

見学者席

女子便所 女子更衣室

ス
ロ
ー
プ

スロープスロープ

男子更衣室男子便所

倉　庫

機械室

ＧＬ±０ＧＬ＋１５００

洗体シャワー

手洗い・洗眼

1,
66

5
4,
70
0

3,
00

0
2,
50

0
4,

70
0

4,
00

0

24
,2

75
25

0

11,885 2,500 4,000 1,665275

40,665

20,340

175

24
,0

00

3,
49

0
11

,0
10

5,
00
5

4,
49

5

27
5

17
5

10,005 15,0053,490

39,000

6,5004,000

175

3,
71

0

ＧＶ２０
２０

２０

GL+1500

GL+1500 GL+750 GL+217

GL+1000

GL+1500

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２

ＲＣ２

メ－タ－ボックス：ＭＢ-１

ＧＶ４０
ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（樹脂製）

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（樹脂製）

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（樹脂製）

ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｯｸｽ（樹脂製）
ＧＶ２０

伸縮止水弁２５Ａ

設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也 給 排 水 衛 生 設 備 平 面 図

プ－ル機械設備工事
Ｍ－０５

平面詳細図Ｍ－０６参照

ろ過平面詳細図Ｍ０７参照
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ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也 給 排 水 衛 生 設 備 平 面 詳 細 図

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う
プ－ル機械設備工事

Ｍ－０６
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三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う

５０

１００

１００

仕　　　様

外部一括警報信号出力
（漏電異常，工程異常，電動機故障）

（漏電異常，工程異常，電動機故障）
警報信号出力　有電圧（ＡＣ２００Ｖ　回転灯へ）

ろ過中信号出力

塩素剤注入装置
ＣＬ－１

ろ過工程自動弁
ＷＦ－１制御回路

週間タイマー制御
自動逆洗回路

補給水回路
薬注回路

警報回路（回転灯）

制御電源

制御電源
ＡＣ２００Ｖ

ろ過ポンプ
ＦＰ－１

Ｕ．Ｖ．Ｗ１
５．５ｋＷ

ＭＣ１ ＯＣＲ１

ＭＣＢ　Ｌ

１
Ａ

ＥＬＢ　Ｍ

Ｆ１

Ｒ．Ｓ．Ｔ２００Ｖ，３φ，３Ｗ

ＷＬ

３

５０

Ｃ
Ｌ

ＦＳ

ＦＳ

Ｃ
Ｌ

１００

除塵器

１／５０
１／７０

５０
５０

ＦＲ

ＣＬ

１００

配線表
※電気容量６．０ｋＷ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑｘ１０Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑｘ３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑｘ４Ｃ

１

２

３ 塩素剤注入装置（ＣＬ－１）

ろ過ポンプ　５．５ｋＷ（ＦＰ－１）

工程制御箱（ＷＦ－１）２８

２８

１６

基礎Ｈ＝２００

工程制御箱

ろ過タンク本体

一次側電源（別途工事）

Ｒ．Ｓ．Ｔ２００Ｖ，３φ，３Ｗ

プールろ過制御盤

屋内壁掛型

１
２

（基礎）

（
基

礎
）

ろ過ポンプ

基礎Ｈ＝２００
（基礎）

（
基

礎
）

（排水桝へ放流）
逆洗排水（有圧） ３

ＢＶ１００

ろ過ポンプ

塩素剤注入装置

凝集剤注入装置

プールろ過制御盤

屋内壁掛型

１１ １１１

１

（別途工事）

水量　３３８ｍ

屋外プール
３

ＨＣ ＦＰ ＣＰ ＷＦ

逆洗排水（有圧）

１．０３ｍ　／ｍｉｎｘ５ｍｉｎ３

ＣＬ

ＡＰ

Ｒ．Ｓ．Ｔ　２００Ｖ，３φ，３Ｗ
一次側電源

フローシート 印はろ過装置範囲を示す。

プール排水

装置機器表

番号

ＷＦ－１ ろ過装置

機　器　名

ろ過ポンプ

除塵器

ＦＰ－１

ＨＣ－１

全自動砂式　　処理能力　６０．０ｍ　／ｈ

自動弁　　電動バタフライ弁　１００Ａ　ｘ　４ヶ，６５Ａ　ｘ　１ヶ

自吸形　１．０ｍ　／ｍｉｎ　ｘ　１８ｍ　ｘ　１００Ａ　（４Ｐ）　　ＢＶ，付属品共　

φ２９０　ｘ　４００Ｈ　ｘ　１００Ａ　　本体，スクリーン共　ＳＵＳ３０４製

逆洗水量（有圧）

数量

本体　１４００φ　ｘ　１２２０ｈ　ｘ　４．５ｔ　ｘ　１００Ａ　　ＳＳ４００製（内面：水道用エポキシ樹脂塗装）　

２００

２００

２００

３

１

１

Ｖ ｋＷφ

５．５

１．０３ｍ　／ｍｉｎｘ５ｍｉｎ
３

１

１

１

電源

備　考

自動制御盤　動力分電図 自動制御盤　姿図 ろ過装置姿図 機械室内二次側電気配線図・基礎図　Ｓ＝１／５０

機械室　平面詳細図　Ｓ：１／５０

（内径）

採水栓
屋内壁取付形

５００

６
５

０

２００

材質　：　ＳＳ製（２．３ｔ）

塗色　：　５Ｙ７／１

制御盤外径寸法は参考値とする。

警報信号出力（回転灯）

塩素剤注入装置

実線部はピット配管（ＨＩＶＥ管）、破線部は埋設配管（ＰＦ管）とする。

３

３

ＣＰ－１

ＡＰ－１

ＣＬ－１

凝集剤注入装置

自動制御盤

塩素剤装置

屋内壁取付形　週間タイマー制御　自動逆洗回路　薬注回路　補給水回路　警報回路（回転灯）　ＥＬＢ付

ポンプ　～９０ｍＬ　／　ｍｉｎ　ｘ　０．７ＭＰａ　　タンク　１２０Ｌ（ＰＥ製）　注入弁共

自動循環式　１００Ｌ（ＰＥ製）　　ビニールホース接続

２００

２００

３

１ ０．０１

１

１

１

付属品　自動空気抜弁，圧力計，採水栓，本体水抜弁，工程制御箱共

サンプル電動弁

４

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑｘ３Ｃ 警報信号出力（回転灯へ）１６

ろ過タンク本体

５０
ＧＶ５０

φ1400
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設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

プ－ル機械設備工事

ろ過設備機器表・系統図・平面詳細図
Ｍ－０７

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２

プ－ル循環配管平面図Ｍ-０８参照

平面図Ｍ-０５参照

プ－ル循環配管平面図Ｍ-０８参照

１．０３ｍ　／ｍｉｎ

４
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三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う
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プ－ル

１

１４

ＲＳ　１００／５０

吐出配管接続部

給水口ボックス５０Ａ：プール工事

排水兼循環金具　１００Ａ
プール工事

排水兼循環金具　１２５Ａ
プール工事
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プール工事

ＦＳＦＳＦＳＦＳ

５０ ５０ ５０ ５０
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１００
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接続（フランジ接合）は本工事とする（接続施工内容は建築図参照）
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設計担当者

一級建築士

№297989

河合　敏

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士
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井上貴智

一級建築士

№352551
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プ－ル機械設備工事

プール循環配管平面図

ろ 過 設 備 プ － ル 循 環 配 管 平 面 図
Ｍ－０８

ＳＣＡＬＥ　　原図Ａ２

ろ過平面詳細図Ｍ-０７参照
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美里地域施設一体型小中一貫校整備に伴う
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１／７０ プ－ル機械設備工事
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ＤＡＴＥ

一級建築士
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三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

設計代表者
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矩 計 図 ②
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ウレタン系塗膜防水（Ｘ－２工法）
モルタル金ゴテ

平場部
ウレタン系塗膜防水（Ｘ－１工法）
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ＤＡＴＥ

一級建築士

№297989

河合　敏
三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№１３４３２４　田端　隆

設計代表者

一級建築士
№134324

構造設計一級建築士
№2300

田端　隆

一級建築士

№332033

井上貴智

一級建築士

№352551

田端進也

Ａ３　：
Ａ２　： 美 里 地 域 施 設 一 体 型 小 中 一 貫 校 整 備 に 伴 う１／３０

１／４２

1
60

エポキシ塗床（防滑）

プールサイド 機械室

配管ピット

サンドクッション t=100
再生砕石 t=100

捨てコンクリート t=50
再生砕石 t=100 捨てコンクリート t=50

再生砕石 t=100

W.L

GL

Ｂ Ｃ

水上RSL
水下RSL

SL

SL

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

矩 計 図 ③

立上部
ウレタン系塗膜防水（Ｘ－２工法）
モルタル金ゴテ

平場部
ウレタン系塗膜防水（Ｘ－１工法）
均しモルタルt=３０

アルミ製笠木

人通口φ650

木毛セメント板
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